
 

 

  

 

過去問ライブラリー 判断推理 

国家Ⅰ種 2004 数量推理 

問題 

Ａ～Ｆの６人が１～６の数字が書かれたカードを１枚ずつ引き、２人ずつペアになってカードを見せ

合い、書かれた数の大きい方を勝ちとするゲームを２回行ったところ、全員１勝１敗という結果とな

った。 

表は各々が引いたカードの数を示しており、１回目と２回目の対戦相手の組合せはすべて異なるもの

とすると、その点差が２点であったゲームは全部で何試合あったか。 

 

 

 

1． なし 

2． １試合 

3． ２試合 

4． ３試合 

5． ４試合 

 

 

  

 １回目 ２回目 

Ａ ６ ３ 

Ｂ ５ ５ 

Ｃ ４ ６ 

Ｄ ３ １ 

Ｅ ２ ２ 

Ｆ １ ４ 



 

 

  

 

解説 

６は必ず勝ちますから、Ａは１回目が勝ちで２回目が負け、Ｃは２回目が勝ちで１回目が負けです。 

同様に、１は必ず負けますから、Ｄは２回目が負けで１回目が勝ち、Ｆは１回目が負けで２回目が勝

ちです。 

ここまでで、表１を得ます。 

残るＢとＥはどちらかが勝ちで、どちらかが負けなので、ここで場合分けをします。 

 

① １回目にＢが勝って、Ｅが負けの場合 

 Ｂは２回目に５で負けているので、その対戦相手は６を出したＣですね。同様に、Ｅは２回目に２

で勝っているので、相手は１を出したＤです。残るＡとＦが対戦し、いずれも１点差のゲームにな

ります。 

これより、１回目については、Ｃは４で負けていますので、相手はＡの６かＢの５ですが、ＣとＢ

は２回目に対戦していますから、１回目はＡと対戦したことになります。 

 同様に、Ｄは３で勝っていますから、相手はＦの１かＥの２ですが、ＤとＥも２回目で対戦してい

ますので、１回目はＦと対戦し、残るＢとＥが対戦したことがわかります。 

このとき、１回目に２点差のゲームはＡＣ戦とＤＦ線の２試合ですね（表２）。 

  

表１               表２               表３ 

 １回目 ２回目 

Ａ ６〇 ３× 

Ｂ ５ ５ 

Ｃ ４× ６○ 

Ｄ ３○ １× 

Ｅ ２ ２ 

Ｆ １× ４○ 

 

② １回目にＥが勝って、Ｂが負けの場合 

１回目にＢが５で負けているので、相手はＡの６、Ｅは２で勝っているので相手はＦの１ですが、

残るＣとＤの対戦はＣの４がＤの３に負けていることになり矛盾します（表３）。 

 

よって、①の場合に決まり、２点差のゲームは２試合とわかり、正解は肢３です。 

 １回目 ２回目 

Ａ ６○ ３× 

Ｂ ５× ５○ 

Ｃ ４× ６○ 

Ｄ ３○ １× 

Ｅ ２○ ２× 

Ｆ １× ４○ 

 １回目 ２回目 

Ａ ６○ ３× 

Ｂ ５○ ５× 

Ｃ ４× ６○ 

Ｄ ３○ １× 

Ｅ ２× ２○ 

Ｆ １× ４○ 

× 


